
高性能グラスウール断熱材プロスパーライフ 断熱仕様

一年中、快適で健康に暮らせるように、

断熱材はノン・ホルムアルデヒドの高性能グラスウール、アクリアです。

高性能20Ｋ
厚さ155ｍｍ
熱伝導率 λ0.034
熱抵抗値 Ｒ4.6

高性能14Ｋ
厚さ90ｍｍ
熱伝導率 λ0.038
熱抵抗値 Ｒ2.4

夏の暑さからお家を守ります。

アクリア公式キャラクター
『アクリアくん』

天井外壁

❖高い防湿性能をもつ
高性能グラスウールです。

❖フィルムの耳幅が広いので、
施工性にも優れています。

❖防湿フィルムは省エネルギー
基準推奨施工の重ね幅に対応。

❖６面パックの“フルパック仕様”です。

防湿性能 JIS A 6930 同等品の
50ミクロン防湿フィルムを採用。 熱抵抗値

4.6
㎡・K/W

世界初の超細繊維による高断熱グレード、
断熱性能シリーズNo.１

●約３ミクロンの超細繊維により、
熱伝導率０.０３4W/（m・K）を実現。

アクリアについては
『スペシャルサイト』でも

断熱等
性能等級5



アクリアは、快適・健康・安全性に優れた高性能グラスウール断熱材です。

20年経っても快適
断熱性能が変わりません。

火に強く燃えにくい！

ガラスが主原料なので
シロアリの食害にも強い！

グラスウールは、細いガラス繊維が絡み合ってつくられる空間（動かない空気の小部屋）によって、
熱を伝えにくくしている断熱材です。アクリアは、この繊維をより細く、たくさんの繊維を絡み合わ
せることで、高い断熱性能を実現した高性能グラスウールです。アクリアαシリーズは従来のアク
リア繊維をさらに細繊維化した、世界最高水準の高断熱グレードです。

最新の細繊維化技術によってすぐれた断熱性能を実現

グループ1 ヒトに対して発がん性がある 　アスベスト、たばこなど

グループ2A ヒトに対して発がん性でありうる 　とても熱い飲み物、レッドミート（ほ乳類の肉）など

グループ2B ヒトに対して発がん性の可能性がある 　ガソリン、ピクルスなど

グループ3 ヒトに対して発がん性に分類されない 　グラスウール（短繊維）、コーヒー、紅茶など

グループ4 　たぶんヒトに対して発がん性がない 　カプロラクタム1品種のみ

※IARCモノグラフ2016年6月現在

アクリアはシックハウスの原因となるホルムアルデヒドを
使用していません。発がん性に対しても安心です。

騒音に強い
静かな住まいに

（財）建築研究協会（京都大学の関連団体）委託実験
（鹿児島屋外試験場での食害試験）

●グラスウールの断熱性能の経時変化

夏涼しくて
冬暖かい過ごしやすい家に。

アクリアは、長い年月を経ても極めて性能が
劣化しにくい、耐久性の高いグラスウール断
熱材です。

建築後約18年～22年経った木造住宅の壁
の中のグラスウールを調べたところ、寸法、
断熱性能とも変化なく、新築時と変わらない
性能を保っています。

グラスウールは吸音性に優れており、
劇場の音響調整や防音対策にも使
われています。
断熱材として施工することで、室外
からの騒音をやわらげます。

ガラスを原料としたアクリアは、燃えにくく
温度に強いので、万一の火災時にも被害を
最小限に抑えることができます。

高断熱だと、他にもメリットが期待できます。

暖かい家は風邪をひきにくくなる！

断熱性能の高い家と低い家では、入浴時の心臓への負担に大きな差があるといわれています。
湯船の中はあたたかくても、脱衣室や洗い場が寒いと、ゾクッとして、ドキッ！
心拍数が上がって心臓への負担がかかり、ヒートショックのリスクも大きくなります。

ヒートショックを起こしにくい！

暖冷房にかかる
電気代が節約できます。

なんといっても、

高性能！
なにより、

安心！

さらに細かく
断熱性能ＵＰ

■⼀般のグラスウール

平均繊維径約4～5ミクロン平均繊維径約7～8ミクロン
グラスウール10K

■⾼性能グラスウール
（細繊維タイプ）

アクリア

■⾼性能グラスウール

平均繊維径約5～6ミクロン

■⾼性能グラスウール
（超細繊維タイプ）

平均繊維径約3～4ミクロン

アクリアα

快適な住まいが、

長持ち！

不燃材料、

だから安全！

吸音対策にも、

使える！
シロアリにも、

強い！
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＊施工当時の熱抵抗規格値を1.0としたとき 硝子繊維協会資料より（※当時の商品）

体感温度も
違います！

体調不良が改善していると
報告があります。






